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令和　 年度3 美浜町 決算
報告

の

8月31日に開会された令和4年第4回町議会

定例会で、令和3年度の決算が認定されました。

　今月号では、令和3年度に皆さんから納めら

れた税金や、国または県からの収入がどのよう

に使われたのかを報告します。

町には、お金を出し入れするために3つの財布があります。

美浜町の3つの財布

③ 企業会計
一般の会社と同じ会計方式をとる財布です。現在、町には1つだけ｢上水

道事業会計｣という会計があります。(4頁)

② 特別会計
　特定の事業を行うために必要なお金を出し入れする財布です。この財布

の中は、10個に仕切られており｢診療所事業｣や｢国民健康保険事業｣等があ

ります。(4頁)

① 一般会計
　町の基本的な行政サービスを行うために必要なお金を出し入れする財布

で、通常はこの財布にお金を入れたり、そこから払ったりしています。(2～3頁)

歳　　入歳　　出

歳入
121億
4,743万円
(+6.9%)

歳出
109億
5,407万円
(+2.9％ )

名　称 金　額 対前年比

町民税
個 人 4億6,795万円 －0.2%

法 人 2億249万円 －6.3%

小　計 6億7,044万円 －2.1%

固定資産税 34億9,332万円 ＋74.4%

軽自動車税 3,805万円 ＋3.2%

たばこ税 6,848万円 ＋1.3％

入 湯 税 263万円 ＋20.4%

合　計 42億7,292万円 ＋52.9%

 町税の内訳

①町税
42億
7,292万円

(+52.9％ )

※ (　) は対前年比

②分担金及び負担金　7,528万円 (+3.4％ )

③使用料及び手数料　9,120万円 (+9.2％ )

④寄附金　1億 8,280万円 (-0.8％ )

⑤繰入金　3億 8,609万円 (+14.0％ )

⑥諸収入　2億 7,150万円 (+2.6％ )

⑦その他　7億 3,369万円 (-8.5％ )

⑧地方譲与税　6,152万円 (+1.8％ )

⑨各種税交付金　2億8,556万円 (+15.0％ )

⑫国庫支出金
　26億
　3,572万円

(-15.2％ )

⑩その他交付金　3,277万円 (+214.8％ )

⑪地方交付税
4億 7,578万円 (-54.5％ )

⑬県支出金
　12億
　2,494万円

(-20.7％ )

⑭町債 14億 1,766万円 (+75.3％ )

※ (　) は対前年比

①議会費　9,223万円
(+0.6％ )

②総務費
30億 6,857万円

(-3.7％ )

③民生費
　14億
　8,383万円
(-0.5％ )

④衛生費
13億
7,185万円
(+2.7％ )

⑤労働費　3,544万円 (-0.4％ )
⑥農林水産業費
　9億 8,280万円 (+27.0％ )

⑦商工費
　9億 9,796万円 (+207.2％ )

⑧土木費
　6億
　8,443万円 (-46.9％ )

⑨消防費
　8億
　1,581万円 (+9.3％ )

⑩教育費
　9億 9,054万円 (+2.7％ )

⑪公債費
　4億 3,061万円 (+5.8％ )

用 明説語

①町税･･･町民税、固定資産税、軽自動車税等、町
に納められる税金

⑧ 地方譲与税･･･地方揮発油譲与税、自動車重量譲
与税、森林環境譲与税

⑨ 各種税交付金･･･利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地
方消費税交付金、環境性能割交付金

⑩ その他交付金･･･地方特例交付金、交通安全対策
特別交付金

⑪ 地方交付税･･･地方公共団体が一定水準の行政サー
ビスを提供できるよう、財政状況に応じて国から交
付されるお金

②分担金及び負担金･･･一定の事業により特別な利
益を受ける者からその事業に要する経費の全部ま
たは一部を受益に応じて徴収するお金

③使用料及び手数料
　使用料･･･総合体育館等、公の施設の使用料等
　手数料･･･税の証明や住民票の交付等の手数料

⑫ 国庫支出金･･･国が公益性を認め、その事業を実
施するために国から交付されるお金

⑬ 県支出金･･･市町村の特定の事業等の経費に対し
て県から交付されるお金

⑤繰入金･･･一般会計･特別会計･基金等の会計間で
相互に資金運用するお金

⑥諸収入･･･ほかの収入科目に含まれない収入で、
延滞金や預金利子、雑入等

⑭町債･･･各事業を行うために町が借り入れるお金

⑦その他･･･財産収入、繰越金

①議会費･･･議会活動にかかる経費

② 総務費･･･自治振興、広報、戸籍、統計、選挙等
にかかる経費

③ 民生費･･･児童福祉･障がい者への福祉サービスや
老人福祉の増進、保育園の管理･運営にかかる経費

④ 衛生費･･･保健衛生、ごみ処理等、衛生的な生活
のためにかかる経費

⑤労働費･･･労働者への貸付等にかかる経費

⑥ 農林水産業費･･･農林水産業の施設整備･振興や農
業委員会の運営にかかる経費

⑦ 商工費･･･中小企業の振興育成･雇用促進、観光振
興にかかる経費

⑧ 土木費･･･道路･橋･河川･町営住宅の管理や都市計
画にかかる経費

⑨消防費･･･消防署や水防･防災対策にかかる経費

⑩ 教育費･･･小中学校の管理･運営、体育施設の管理
運営、社会教育、学校給食にかかる経費

歳　入

歳　出

④寄附金･･･個人･団体から贈与されたお金

⑪ 公債費･･･地方債の元金及び利子の支払いにかか
る経費

町民 1人あたりに使われたお金
(令和4年 3月 31日時点の人口9,071人で計算 ) 約121万円
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町民 1人あたりに使われたお金
(令和4年 3月 31日時点の人口9,071人で計算 )
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会計 内容 歳入 歳出 差引額

診療所事業 東部診療所と丹生診療所を運営する
ための会計 1億2,367万円 1億719万円 1,648万円

国民健康保険事業 自営業の方や退職者等の医療費等を
給付するための会計 12億2,817万円 11億2,859万円 9,958万円

後期高齢者医療事業 75歳以上の高齢者等の保険料を収納･
納付するための会計 1億3,570万円 1億3,464万円 106万円

介護保険事業 高齢者の介護予防・生活支援等を行
うための会計 12億1,502万円 10億8,583万円 1億2,919万円

簡易水道事業 簡易水道施設の整備･管理を行うた
めの会計 3億7,455万円 3億6,270万円 1,185万円

集落排水処理事業 集落排水処理施設の整備･管理を行
うための会計 1億6,362万円 1億6,340万円 22万円

公共下水道事業 公共下水道施設の整備･管理を行う
ための会計 5億895万円 5億750万円 145万円

産業団地事業 産業団地の整備等を行うための会計 623万円 252万円 371万円

住宅団地事業 住宅団地の整備や分譲促進を行うた
めの会計 1億6,014万円 1,220万円 1億4,794万円

道路用地取得事業 国道27号交通安全事業にかかる道路
用地取得を行うための会計 1億8,362万円 1億3,938万円 4,424万円

企業会計
企業会計は法律で設置が義務付けられている会計で、美浜町は、地方公営企業
法の「水道の給水人口が5,000人を超える自治体」に該当するため、上水道施
設の整備 ･管理を行う上水道事業会計を設けています。

会計 収入 支出 差引額

上水道事業
収益的収支(水道料等での収支) 1億7,426万円 1億7,010万円 416万円

資本的収支(施設建設等の収支) 1億2,481万円 1億7,607万円 －5,126万円(※1)

( ※ 1) 資本的収支で不足した5,126万円は、将来、施設改修等のために保有している資金で補てんしました。

特別会計
特別会計とは、特定の事業を行うために一般会計とは別に設けられている会計
のことで、それぞれの会計が独自で収入 ･支出の経理をしています。町の特別
会計は全部で10会計で、それぞれの決算額は次のとおりです。

名称 内容 交付金額

電源立地地域
対策交付金

　町内公共施設の職員人件費や光熱水費、管理委託料、保
育園の職員人件費、子どもの医療費助成、グラウンドゴル
フ場の整備等に活用しました。

 9億1,605万円

原子力発電施設等
立地地域基盤整備
支援事業交付金

　老朽化した配水管布設替工事や上水道事業への統合に向
けた配水管の布設工事、給食センターの給湯設備等の更新工
事等を行いました。

 3億1,390万円

広報･調査等
交付金

原子力関連の広報誌等の発行や広報番組の放送、掲示板
等の維持管理、町原子力環境安全監視委員会を開催し、美
浜発電所の視察調査や情報収集等を行いました。

  1,139万円

原子力発電所の立地に伴う交付金の活用状況
　町には、原子力発電所が立地していることにより、国や県から ｢電源立地地域対策交付金 ｣や ｢原

子力発電施設等立地地域基盤整備支援事業交付金 ｣等が交付されています。町では、これらの交付金

を活用して次のような事業を実施しました。

■令和3年度の主な事業

　北陸新幹線敦賀開業に向け、再生可能エネルギーを

活用した新たな遊覧船を就航させるため、実証実験に

より安全性が確認された電池推進実証船 (1 隻目 ) を

商用船に改修するとともに、2隻目となる電池推進遊

覧船の建造工事を開始しました。

　また、発着施設については、既存施設を解体後、新

たな施設 ( 本館棟・附属棟 ) を建築し、併せて太陽光

システム導入に向けた工事を開始しました。

■三方五湖ゾーン整備事業
4億1,340万円[事業費] 
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①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

⑤資金不足比率

15%

20%

20%

30%

25% 35%

20%

350%

不足なし

〈各指標〉 健全 悪化

黄
信
号

黄
信
号

赤
信
号

赤
信
号

各
指
標
の
説
明

黒 字

黒 字

8.3%

65.6%

⑤資金不足比率 不足なし

各

①実質赤字比率
　一般会計等 ( 美浜町では一般会計、診療所事業、道路用地取得事業 )
の赤字から財政運営の深刻度をみる比率。美浜町では、一般会計等決算
の実質収支 (※ 2) が黒字となるため、比率は表記されません。

各
指
各

の実質収支 (※ 2) が黒字となるため、比率は表記されません。

②連結実質赤字比率
　すべての会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率。美浜町では、
全会計の実質収支が黒字となるため、比率は表記されません。

の
標
の

全会計の実質収支が黒字となるため、比率は表記されません。

③実質公債費比率
　借金の返済負担の重さを示す比率。

明
説
明

　借金の返済負担の重さを示す比率。

④将来負担比率
　町が抱える負債の残額から将来財政への圧迫をみる比率。　町が抱える負債の残額から将来財政への圧迫をみる比率。

⑤資金不足比率
　公営企業会計の資金不足額から経営状況の深刻度をみる比率。美浜町
では、6会計とも資金不足がないため、比率は表記されません。

(※ 2) 歳入総額から歳出総額を差し引き、更に、次年度に繰り越して行う事業に必要な財源を差し引いたもの。

美浜町の値

　新規就農者の確保や育成、交流人口の拡大を目的に

観光農園 ｢若狭美浜HAMABERRY ～いちごの郷みは

ま ｣の整備しました。

　また、新規就農者の育成を図るため教育カリキュラ

ムを作成し、受入環境を整備しました。

■農業人材育成拠点整備事業
4億1,315万円[事業費] 

若狭美浜HAMABERRY ～いちごの郷みはま～
← 最盛期のイチゴ
の状況

令和5年春の開業に向け整備を進める
美浜町レイクセンター (令和4年10月11日撮影 )

黄信号黄信号
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道の駅 ｢若狭美浜はまびより ｣完成イメージ図

　にぎわいゾーンの核となる道の駅 ｢若狭美浜はま

びより ｣を整備するため、事業用地の取得及び建物

移転等の補償、整備に係る実施設計、基盤整備工事、

民間事業者による設計や建設等に対するモニタリン

グ業務を行いました。

　併せて、JR 美浜駅前広場の整備を行うため、工

事に係る実施設計を行いました。

■美浜町スマートコンパクトシティ魅力創造拠点化事業
1億4,807万円[事業費] 

　北陸新幹線敦賀開業に向け、レインボーラインの

既存売店や上下水道設備の老朽化が著しいことか

ら、観光客が快適に過ごせる景観を生かした環境整

備を行いました。

■レインボーライン山頂・山麓公園整備事業
2億5,265万円[事業費] 

レインボーライン山麓のカフェ＆レストラン ｢RAINBOW｣

　新型コロナウイルス感染症等の感染拡大防止のた

め、臨時予防接種 (個別接種・集団接種 )を行いました。

　また、コールセンターやWEB予約システムの運営、

接種券の作成・郵送を行いました。

■新型感染症予防事業
[事業費] 8,281万円

◎感染予防対策

新型コロナワクチンの接種

　町では、新型コロナウイルスの感染拡大防止や影響を受けた住民への支援として
次のような事業を実施しました。

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、

さまざまな困難に直面した方々が速やかに生活の支援

を受けられるよう、住民税非課税世帯等に対して、1

世帯当たり10万円を支給しました。

■住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業
[事業費] 7,516万円

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた子育て世

帯を支援することを目的に、0歳から 18歳の児童が

いる世帯に対し、児童 1人当たり10万円を支給しま

した。

■子育て世帯への臨時特別給付金給付事業
[事業費] 1億1,862万円

◎住民支援

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた低所

得の子育て世帯を支援することを目的に、0歳から

18歳の児童がいる低所得の子育て世帯に対し、児

童1人当たり5万円を支給しました。

■子育て世帯生活支援特別給付金給付事業
[事業費] 335万円

　スポーツ活動の推進や各種大会の誘致による交流

人口の拡大を図るため、美浜町西郷健康ひろばにグ

ラウンドゴルフ場 (計 3コース )を整備しました。

■グラウンドゴルフ場整備事業
7,791万円[事業費] 

日本海を一望できるグラウンドゴルフ場

　町内のケーブルテレビ施設の高度化・耐災害性強化を

図るため4期エリアに分け、令和3年度に第1・2期

エリア (東地区 )の更新工事が完了しました。第3・4

期エリア(北・南・耳地区)は令和4年度に完了予定です。

　また、設備更新に伴い、ケーブルテレビを解約した方

を対象に、地上デジタル放送受信用アンテナの設置補助

を行いました。

■ケーブルテレビ施設更新事業
[事業費] 8億3,836万円

敦賀半島の世帯に放送・通信サービスを
提供するサブセンター (丹生 )

◎経済支援対策

　新型コロナウイルス感染症の影響により、経済的に大

きな影響を受けた町内事業者に対し、県の支援と併せ、

事業継続のための支援金給付を行いました。

■がんばる美浜町事業者応援支援金事業

[事業費] 5,123万円

　新型コロナウイルス感染症の影響により、経済的に

大きな影響を受けた町内事業者の業績回復や町民の応

援機運醸成・消費喚起を目的に、プレミアム付商品券

の発行及び販売を行いました。

■がんばる美浜町事業者応援商品券事業
[事業費] 3,724万円

↑がんばる美浜町事業者応援商品券

新型コロナウイルス感染症対策関連事業

　災害発生時に、町民の皆さんに向けて速やかに防

災情報を発信するため、防災情報伝達システム (親

局装置、屋外スピーカー、戸別受信機、防災アプリ )

を整備しました。

■防災行政無線整備事業
4億7,640万円[事業費] 

↑屋外スピーカー ↑戸別受信機 ↑防災アプリ
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マイナンバーカード取得促進事業
今だけ！カードをお得に取得！

お問い合わせ先　町住民環境課マイナンバーカード普及推進室　(担当・北澤/田辺憲虎) 　☎32‐6703

　町では、マイナンバーカードの取得率向上を目的に、下記の取得促進事業を行います。

まだ、マイナンバーカードの申請がお済みでない方は、この機会に取得しましょう。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

オ
ミ
ク
ロ
ン
株

対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
開
始

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
接
種
可
能
日
時
や

会
場
を
確
認
し
、
お
早
め
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。

● このワクチンは、オミクロン株の初期に
流行した系統と従来株に対応した成分を
組み合わせた ｢ オミクロン株対応 2価
ワクチン ｣です。重症化や感染予防、発
症の予防効果が期待されています。

オミクロン株対応ワクチン

●ファイザー社 (12歳以上が対象 )
●モデルナ社 (18歳以上が対象 )

オミクロン株対応ワクチンの種類

●集団接種　
　▶はあとぴあ
●個別接種
　▶東部診療所
　▶さわい皮ふ科クリニック
　▶関根クリニック
　▶田辺整形外科医院
　▶レイクヒルズ美方病院

接種会場

●集団接種
　▶10/22( 土 ) 午後 1時 30分～
　▶11/3( 木・祝 )午後 1時 30分～
●個別接種
　▶医療機関により異なります。

接種可能日時

従来のワクチン接種状況別フロー図

従来のワクチンの
1・2回目が未接種の方

送付済みの1・2回目接種券
(白色・クリーム色 )で予約

従来のワクチンを
2回以上接種済みの方

※接種券が届き次第、予約ができます。

従来の接種券がお手元にある場合は
破棄し、新たに送付される接種券
(ピンク色 )で予約 (※ ) を接種

＝接種の状況＝ ＝予約＝ ＝接種ワクチン＝

を接種

従来のワクチン

オミクロン株対応
　ワクチン

お問い合わせ先　町健康福祉課　(担当・武田) 　☎32‐6704

COVID-19 VACCINE INFORMATION

●接種券がお手元に届き次第、予約が可能です。
● お手元にまだ使用していない3回目以降の接種券がある方は破棄
していただき、今回送付する新しい ｢接種券 (ピンク色 )｣ をご利
用ください。(1・2回目が未接種の方は破棄しないでください。)
● 他のワクチン (高齢者肺炎球菌ワクチン等 )との接種間隔を2週
間以上空ける必要があります。

注意事項

↑新しい接種券 (ピンク色 )

● 従来のワクチンを2回以上接種した
　12歳以上 (接種日時点 )の方で、
　前回の接種から5カ月以上 (※ ) が
　経過した方
※今後、接種間隔が短縮される可能性があります。

対象者

●Web予約

予約方法

←Web予約
    はこちら

● コールセンター
(32-0320)
　での予約

マイナポイントの
対象期間が
12月 31日まで
延長されました！

受付窓口の開庁日・時間を拡大

マイナンバーカード DAY

　マイナンバーカードの申請や受け取りがお済みでな

い方で、平日に町役場へ行くことが難しい方等を対

象に申請・交付を受け付けます。

●日時 10月 29日 ( 土 )

午前 9時～午後4時 30分

●場所 町役場　町民プラザ

マイナンバーカード Week DAY

　窓口の開庁時間を延長し、マイナンバーカー

ドの申請・交付を受け付けます。

●延長日 10月 24日 ( 月 ) ～ 28日 ( 金 )

●延長時間 交付：午後7時まで (要予約 )

申請：午後8時まで

2,000円分の商品券を進呈

　町内の登録店舗で使用できる商品券を配布します。

●対象者 11月30日(水)までにマイナンバー

カードを申請された方

(取得済みの方も含む )

●金額 対象者1人につき2,000円分

(500円券 4枚 )

●配布方法 簡易書留による郵送

●配布時期 マイナンバーカードを取得済みの

方から順次配布します。未申請の

方は、申請が完了次第、配布します。

●利用期限 令和5年 1月 31日 ( 火 )

● 使用可能
　店舗

町内128店舗 (10月 14日現在 )

　カタログギフトや特産品セットが当たる抽選会

を開催します。

●対象者 11月30日(水)までにマイナンバー

カードを申請された方

(取得済みの方も含む )

●方法 抽選により当選者を決定 (応募不要 )

●抽選日 12月 23日 ( 金 )

●景品 ・3万円分のカタログギフト(10名 )

・1万円分のカタログギフト(50名 )

・特産品セット1万円相当 (20名 )

●その他 当選者は、1世帯につき1人までとな

ります。当選者の発表は、景品の発送

をもってかえさせていただきます。

合計80人にプレゼント！クリスマス抽選会

美浜町マイナンバーカードわくわくキャンペーン

受け取りらくらくキャンペーンを延長

受け取りらくらくキャンペーン

　役場職員が職場や公民館等に出向く出張申請受付を行

い、カードを郵送で受け取れる ｢受け取りらくらくキャン

ペーン ｣の期間を下記のとおり延長します。

●期間 11月 30日 ( 水 ) まで
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美浜町のニュース

MIHAMA NEWS

大
会(

イ
ン
タ
ー
ハ
イ)

ボ
ー
ト
競

技
に
出
場
し
た
美
方
高
校
ボ
ー
ト

部
の
優
勝
報
告
会
が
町
役
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
8
月
11
日
か
ら
14

日
に
か
け
て
愛
媛
県
今
治
市
の
玉

川
湖
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
、
美
方
高
校
が
女
子
舵
手
付
き

ク
ォ
ド
ル
プ
ル
で
優
勝
、
男
子
舵

手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
と
女
子
ダ

ブ
ル
ス
カ
ル
で
準
優
勝
を
収
め
ま

し
た
。
女
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル

プ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
4
連
覇

と
な
っ
た
ほ
か
、
3
月
に
行
わ
れ

た
全
国
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー
ト
大

会
に
続
く
春
夏
2
冠
も
達
成
し
ま

し
た
。 9

町道美浜駅前線が一部区間を供用開始
にぎわいの拠点づくりへ

■ お問い合わせ先
　町土木建築課
　にぎわい拠点整備室
　(担当･増田)☎32‐6707

■ お問い合わせ先
　町教育委員会事務局
　(担当･荒木)☎32‐6708

　

戸
嶋
町
長
は｢

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に

負
け
ず
、素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し

て
く
れ
た｣

と
選
手
た
ち
を
た
た

え
ま
し
た
。

始
し
ま
し
た
。

　

供
用
を
開
始
し
た
の
は
、町
道

佐
柿
・
郷
市
線
か
ら
町
道
役
場
前

線
ま
で
の
区
間(

約
２
０
０
ｍ)

で
、

こ
の
区
間
の
開
通
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
美

浜
駅
と
町
役
場
や
な
び
あ
す
ま
で

が
直
線
的
に
結
ば
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
開
通
し
た
区
間
に
整
備
さ

れ
た
歩
道
の
路
面
は
、美
浜
の
美

し
い
砂
浜
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
石
畳

調
の
透
水
性
舗
装
で
、雨
の
日
で

も
水
た
ま
り
を
気
に
す
る
こ
と
な
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く
歩
け
ま
す
。ま
た
、歩
道
上
に
は

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
を
植
樹
し
、沿
線
の

田
園
風
景
等
と
相
ま
っ
た
季
節
の

移
り
変
わ
り
を
楽
し
め
ま
す
。な

お
、街
路
灯
や
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
も

整
備
し
、夜
間
で
も
安
全
に
歩
け

ま
す
。

　

町
で
は
、令
和
5
年
春
に
開
業

予
定
の
道
の
駅｢

若
狭
美
浜
は
ま

び
よ
り｣

や
美
浜
駅
前
広
場
、道
路

等
、に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン
の
整
備
を
引

き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

月
1
日
に
、町
道
美
浜
駅

前
線
の
一
部
が
供
用
を
開

↑報告に訪れた美方高校ボート部の皆さん

↑石畳調の歩道

美方高校が女子舵手付きクォドルプルで4連覇
全国高等学校総合体育大会 ボート競技優勝報告会

月
7
日
に
、
令
和
4
年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

男子舵手付きクォドルプル決勝

着順 クルー名 1000m

優勝 関西高校 (岡山 ) 3:18.72

2 位 美方高校 (福井 ) 3:19.37

3 位 京都工学院高校 (京都 ) 3:23.48

4 位 旭丘高校 (愛知 ) 3:30.91

女子ダブルスカル決勝

着順 クルー名 1000m

優勝 加茂高校 (岐阜 ) 3:56.79

2 位 美方高校 (福井 ) 3:59.23

3 位 佐野高校 (栃木 ) 4:07.48

4 位 桜宮高校 (大阪 ) 4:09.17

女子舵手付きクォドルプル決勝

着順 クルー名 1000m

優勝 美方高校 (福井 ) 3:51.05

2 位 松山東高校 (愛媛 ) 3:58.71

3 位 膳所高校 (滋賀 ) 4:01.44

4 位 富士河口湖高校(山梨) 4:15.04

↑ JR美浜駅から町役場等へのアクセスが大幅に向上

↑供用を開始した区間

なびあす
町役場

はあとぴあ

美浜郵便局
開通区間

JR美浜駅

国道
27
号

町道
佐柿
・郷
市線

町道
役場
前線

シ
リ
ー
ズ
137

環
境

美
浜
の

environment

シ
リ
ー
ズ
153

お問い合わせ先　町住民環境課　(担当・志賀) 　☎32‐6703

　大量生産・大量消費の経済システムにより、ごみの大量廃棄が世界的な問

題となっています。各国がこの問題解決に向け、対策を講じる中、町でもごみ

の減量化や資源化に一層取り組んでいく必要があります。

　町の環境基本計画では ｢ごみ削減 みはまスマートチャレンジプロジェクト｣

を重点施策の1つに掲げています。その取り組みの1つとして、家庭から出

る生ごみの減量・堆肥化を図るため、生ごみ処理容器及び生ごみ処理機の購

入に係る費用の一部を補助する制度を創設しました。

ごみ削減 みはまスマートチャレンジプロジェクト

第二次美浜町環境基本計画　重点施策3

美浜町家庭用生ごみ処理容器等
購入費補助金 ～循環型社会の実現に向けて～

補助金名称

美浜町家庭用生ごみ処理容器等購入費補助金

補助金の額

対象経費の1/2 以内 (100円未満切り捨て )

上限 ①生ごみ処理容器：1基当たり5,000円

②生ごみ処理機：1基当たり50,000円

注意事項

● 補助を受けるには、購入する前に申請書の提出が必要

です。購入後の申請はできませんので、必ず購入前に

申請してください。

● 他の補助との併用はできません。

● 当該補助にかかる生ごみ処理容器等は、譲渡や貸与、

販売をしてはいけません。

● 補助金を交付した後、職員が使用状況の確認に伺う場

合があります。

● 申請前に必ず町ホームページ等で本補助金の交付要

綱を確認してください。ご不明な点等は、町住民環境

課にお問い合わせください。

対象処理容器等

①生ごみ処理容器 (コンポスター )

微生物の働きにより生ごみを分解して堆肥化す

る容器で、電気を動力として用いないものです。1

世帯当たり2基 / 年度までで、毎年度補助が受け

られます。

②生ごみ処理機

電力等を利用して生ごみを分解し、乾燥・堆肥

化・減量化する機器です。1世帯当たり1基までで、

補助を受けた年度を1年とし、6年経過後は再度

補助を受けられます。
※ 生ごみを破砕し、下水道等に流す機器 ( ディスポーザー等 )

や生ごみを焼却する機器、別売附属品に係る費用、送料等

は補助対象外です。

対象者

　町内に住所と自宅を有し、

自らが使用するために生ご

み処理容器等を購入する者

(世帯主 )

11 月 1 日 ( 予定 ) から

申請を受け付けます。

申請受付
生ごみ処理容器 (コンポ
スター ) を自分で作って
いる人もいるよ！

自らが使用するために生ご
(当該年度の予算枠がなくなり次第、受付を終了します )

生ごみは、生ごみ処理容器等で処理し、堆肥化することで畑やプランター

等の肥料にできます。更に、臭いや害虫の発生を抑制するとともに、生ご

みを乾燥させることで減量化が図れます。この補助金を活用して、ごみの

減量化や資源化にご協力をお願いします。
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美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 運転中(令和4年9月26日～)

西
村
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

(

原
子
力
防
災)

が
原
子
力
災
害
時

の
対
応
施
設
や
避
難
道
路
を
視
察

10
月
9
日
に
、
西
村
明
宏
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
及
び
小
林
茂
樹
内
閣
府
副
大
臣

が
、
原
子
力
災
害
時
の
対
応
施
設
や
避
難

道
路
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
は
、
11
月
上
旬
に
計
画
さ
れ

て
い
る
関
西
電
力
㈱
美
浜
発
電
所
を
対
象

と
し
た
国
の
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
を
前

に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
同
発
電
所
の
視
察

後
、
戸
嶋
町
長
と
と
も
に
、
竹
波
原
子
力

防
災
セ
ン
タ
ー
や
美
浜
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
、
美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
セ
ン

タ
ー
を
視
察
し
、
現
地
の
対
応
状
況
等
に

つ
い
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
視
察
内
容
】

・
竹
波
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

　

屋
外
の
放
射
性
物
質
を
取
り
除
く
と
と

も
に
、
建
物
内
の
気
圧
を
高
め
て
外
か
ら

の
放
射
性
物
質
を
防
ぐ
フ
ィ
ル
ト
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

福
井
県
原
子
力
発
電
所

所
在
市
町
協
議
会
が
国
に
対
し
て

要
請
活
動
を
実
施

　

併
せ
て
、
当
該
施
設
に
備
え
た
防
災
用

品
や
飲
料
水
等
の
非
常
食
、
施
設
内
に
展

示
さ
れ
た
避
難
経
路
図
等
を
確
認
い
た
だ

き
、
当
該
施
設
の
収
容
人
数
や
広
域
避
難

先
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

↑フィルトリングシステムを視察する
　西村大臣 (右 )

↑竹波原子力防災センターの視察（左から）西村副町長、
　戸嶋町長、西村大臣、小林副大臣

↑ 避難経路図を確認する西村大臣 (右から2番目 )、
　小林副大臣 (左から2番目 )

・
美
浜
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー

　

原
子
力
災
害
発
生
時
、
国
や
関
係
自
治

体
、
原
子
力
事
業
者
等
が
参
集
し
、
住
民

の
安
全
確
保
を
図
る
施
設
を
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
面
談
を
行
い
、
戸
嶋
町
長
か
ら

西
村
大
臣
に
対
し
、
美
浜
地
域
の
緊
急
時

対
応
の
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
が
立
地
地

域
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
る
と
し
た
上

で
、
避
難
困
難
区
域
の
解
消
や
、
避
難
道

路
の
強
靭
化
・
多
重
化
を
要
望
し
ま
し
た
。↑西村大臣に要望する戸嶋町長 (右 )

　

要
望
に
対
し
、
西
村
大
臣
か
ら
は｢

さ

ま
ざ
ま
な
要
望
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
、
立
地
地
域
の
住
民
と
自
治
体
の
皆
さ

ま
の
安
全
を
確
保
で
き
る
手
立
て
を
、
お

話
を
伺
い
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い｣

と
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

9
月
21
日
に
、
福
井
県
原
子
力
発
電
所

所
在
市
町
協
議
会(

会
長
・
戸
嶋
町
長)

が
、

髙
木
毅
衆
議
院
議
員
同
行
の
も
と
、
経
済

産
業
省
や
内
閣
府
、
文
部
科
学
省
に
対
し

て
、
原
子
力
政
策
等
に
関
す
る
要
請
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
し
た
。

①
原
子
力
政
策
の
明
確
化

　

国
の
Ｇ
Ｘ
会
議
で
示
さ
れ
た
次
世
代
革

新
炉
の
新
増
設
・
リ
プ
レ
ー
ス
や
、
運
転
期

間
の
延
長
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
具
体
化

に
向
け
た
議
論
を
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、

次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
反
映
し
、

原
子
力
政
策
の
明
確
化
を
図
る
こ
と
。

②
原
子
力
政
策
に
係
る
国
民
理
解
の
推
進

　

原
子
力
政
策
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に

は
、
国
民
理
解
の
醸
成
が
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
根
幹
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
推
進

に
つ
い
て
、
立
地
市
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
財
政
・
人
的
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
国
が
前
面
に
立
ち
、
電
力
消

費
地
等
に
お
い
て
説
明
・
説
得
を
尽
く
す

等
、
理
解
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
。

③
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
の
促
進

　

再
処
理
施
設
や
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
等
、
原
子
力
政
策
推
進
の
た

め
の
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
に
つ
い
て
、
早
期
稼

働
や
国
民
理
解
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
。

④
原
子
力
災
害
時
の
避
難
道
路
に
つ
い
て

　

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の
4
車
線
化
を
は

じ
め
、
避
難
道
路
・
制
圧
道
路
の
多
重
化

及
び
強
靭
化
を
行
う
等
、
国
が
主
導
的
立

場
で
強
力
に
推
進
し
、
広
域
避
難
計
画
の

実
効
性
を
高
め
る
こ
と
。

⑤
原
子
力
発
電
所
の
防
護
対
策
等
の
強
化

　

原
子
力
発
電
所
に
係
る
武
力
攻
撃
や
テ

ロ
に
対
し
、
防
護
・
防
災
対
策
に
万
全
の

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

⑥
実
効
性
の
あ
る
避
難
訓
練
等
の
実
施

　

広
域
避
難
計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
た

め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
訓
練
を
行
い
、

課
題
の
検
証
と
解
決
に
向
け
て
継
続
的
に

取
り
組
む
こ
と
。

⑦
立
地
地
域
の
将
来
像
の
実
現

　

共
創
会
議
で
示
さ
れ
た
、
福
井
県
の
原

子
力
発
電
所
立
地
地
域
の
将
来
像
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
積
極
的
な
取

り
組
み
を
加
速
す
る
こ
と
。

　

今
回
の
要
請
を
受

け
、
国
か
ら
は｢

要

請
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
誠
実
に
対
応
し

て
い
き
た
い｣

と
前

向
き
な
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後

も
当
協
議
会
等
と

連
携
し
な
が
ら
、

原
子
力
発
電
を
取

り
巻
く
課
題
や
問

題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

国
の
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
す

〇
実
施
時
期

　

令
和
4
年
11
月
上
旬
頃(

※)

〇
訓
練
対
象
発
電
所

　

関
西
電
力
㈱
美
浜
原
子
力
発
電
所

〇
訓
練
対
象
地
域

　

美
浜
発
電
所
か
ら
半
径
30
㎞
圏
内
の
市
町

〇
訓
練
内
容

　

今
回
の
訓
練
は
、
令
和
3
年
1
月
に
国

が
策
定
し
た｢

美
浜
地
域
の
緊
急
時
対
応｣

(

※)

の
実
効
性
を
確
認
し
、
美
浜
地
域
の

原
子
力
防
災
体
制
の
更
な
る
充
実
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

町
で
は｢

美
浜
町
広
域
避
難
計
画｣

を

策
定
し
、
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
際
、

確
実
に
避
難
場
所
を
確
保
で
き
る
よ
う
、

お
お
い
町
と
大
野
市
を
避
難
先
と
し
て
定

め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
美
浜
発
電
所
で
事

故
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
訓
練
が
行

わ
れ
る
た
め
、
町
内
全
域
が
防
護
措
置
を

実
施
す
る
地
域
と
な
り
ま
す
。
訓
練
時
に

想
定
さ
れ
る
状
況
に
応
じ
て
、
Ｐ
Ａ
Ｚ(
丹

生
、
竹
波
、
菅
浜)

、
Ｕ
Ｐ
Ｚ(

Ｐ
Ａ
Ｚ
以

外)

の
一
部
の
住
民
の
方
に
防
護
措
置(

屋

内
退
避
や
避
難
等)

を
実
施
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

　

ま
た
、
訓
練
当
日
は
、
戸
別
受
信
機
や

防
災
ア
プ
リ
、
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
に
よ
る

訓
練
放
送
を
行
う
予
定
で
す
。

　

訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

↑ 西村大臣 (中央 )に要請書を手渡す戸嶋町長 (右から4番
目 )と同行いただいた髙木衆議院議員 (左から5番目 )

※
原
子
力
災
害
に
関
し
、
地
方
自
治
体
の
地
域
防
災
計

画
・
避
難
計
画
お
よ
び
国
の
緊
急
時
に
お
け
る
対
応
を

取
り
ま
と
め
た
も
の
。

※
実
施
日
が
確
定
次
第
、
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

防護措置（屋内退避・避難等）の実施基準防護措置（屋内退避・避難等）の実施基準
　防護措置の実施基準は、万が一、原子力発電所で事故が発生した場合に、速やかに屋内退避や避難等の判断・
指示ができるようにあらかじめ設定されています。
　具体的な防護措置実施の判断は、原子力規制委員会が行い、国の災害対策本部が指示し、それを受けて町の
災害対策本部が住民の皆さんにお知らせします。

※1 施設敷地緊急事態要避難者…避難行動に通常以上の時間を要し、かつ避難により健康リスクが高まらない要配慮者（高齢者、障がい者、乳幼児、妊産婦、傷病者等）
※2 避難…空間の放射線量が高い、または、高くなるおそれのある地点から速やかに離れるために緊急で実施する防護措置
※3 一時移転…避難が必要な放射線量よりは低いが、余計な被ばくを避けるために1週間以内にその地域から離れるために実施する防護措置

■ 警戒事態（第1段階）
 　その時点では放射線による環境への影響やそのおそ

れは緊急のものでないが、原子力施設における異常事象
の発生またはおそれがあるため、情報収集や防護措置の
準備を開始する必要がある段階

■ 施設敷地緊急事態（第2段階）
 　原子力施設において、環境に放射線による影響をもた

らす可能性があるため、原子力施設周辺（PAZ）におい
て、緊急時に備えた避難等の防護措置の準備を開始する
必要がある段階

■ 全面緊急事態（第3段階）
 　原子力施設において、環境に放射線による影響をもた

らす可能性が高いため、放射線によるリスクを低減する
観点から、迅速な防護措置を実施する必要がある段階

原子力
発電所

1時間あたり
500マイクロシーベルト以上で「避難」

放射性物質が放出される前に「避難」

1時間あたり
20マイクロシーベルト

以上で「一時移転」

1時間あたり
20マイクロシーベルト未満

の地域は「屋内退避」PAZ

UPZ

風向き

事態の進展

一般住民（情報収集）

住民
（情報収集）

空間線量率などを基準に防護措置を実施

施設敷地緊急事態要避難者※1

避難準備

住民
屋内退避準備

住民
屋内退避
避難準備

20マイクロシーベルト
毎時を超えた場合

地域生産物の摂取制限

一時移転※3

（1週間以内に）

500マイクロシーベルト
毎時を超えた場合

避難
（数時間から1日以内に）

一般住民
避難準備

安定ヨウ素剤の服用準備

一般住民
避難

安定ヨウ素剤の服用

施設敷地緊急事態要避難者
避難※2

原子力
発電所 PAZ

（～おおむね5km）
UPZ

（おおむね5～30km）
おおむね30km～
（避難先自治体）

〔第1段階〕
警戒事態

例：震度6弱以上の地震など
緊急時モニタリングの準備

〔第2段階〕
施設敷地緊急事態
例：全交流電源の喪失など

緊急時モニタリングを開始

〔第3段階〕
全面緊急事態

例：原子炉冷却機能の喪失など

施設外への放射性物質
の放出なし

施設外への放射性物質
の放出

●避難受け入れ準備開始

●避難準備への協力
●避難者の受け入れ

●避難準備への協力
●避難者の受け入れ

避難所

避難所

避難所スクリーニング
（避難所に着く前に実施）

基準値を
超えた場合
体表面除染

（出典：日本原子力文化財団HPを参考に作成）

原子力災害時に対策（防護措置）を実施する対象地域原子力災害時に対策（防護措置）を実施する対象地域
　原子力災害が発生した場合は、被ばくや汚
染を避けるために発電所の状況や放射性物質
の放出状況に応じて、屋内退避や避難等の防
護措置の準備及び実施をします。
　対象地域は、原子力発電所から半径おおむ
ね30km圏内とし、半径おおむね5km圏内
を「予防的防護措置を準備する区域（PAZ）」
とし、半径おおむね5 ～30km圏内を「緊急
防護措置を準備する区域（UPZ）」と設定して
います。

（注）関西電力㈱ 高浜発電所は、30km以遠であるため対象地域となりません。
※ 美浜発電所1・2号機については、運転を終了し、廃止措置工事が始まっており、核燃料が十分な期間冷却されたと原子力規制委員会により判断

されたことから、防護措置を実施する対象地域は、半径おおむね5㎞圏内（丹生・竹波・菅浜）とし、対象地域全域をUPZとして対応します。
※ 敦賀発電所1号機、ふげん、大飯発電所1・2号機については、半径30km圏内に位置していますが、美浜発電所1・2号機と同様に防護措置を実

施する対象地域が5km圏内となっているため、美浜町は対象地域となりません。

美浜町

小浜市
高浜町

若狭町

敦賀市

南越前町

池田町
越前市

越前町
鯖江市

福井市
永平寺町 勝山市

坂井市

あわら市

おおい町

大野市

岐阜県

滋賀県

揖斐川町

長浜市

高島市綾部市

舞鶴市

南丹市

京都府

《美浜発電所3号機の対象区域》

UPZ（30km）

PAZ（5km）

美浜発電所

PAZ
発電所から
半径おおむね
5km圏内

予防的防護措置を準備する区域
（PAZ：Precautionary Action Zone）

原子力発電所において、特定の事故事象が発生した時に、事故の急速な進展を想
定し、放射性物質が環境中に放出される前から、予防的な避難等を準備する区域

UPZ
発電所から
半径おおむね
5～30km圏内

緊急防護措置を準備する区域
（UPZ：Urgent Protective action Planning Zone）

原子力発電所で発生した事故が急速に進展する可能性等を踏まえ、緊急時に
おける判断及び防護措置の基準に基づき、屋内退避や避難等を準備する区域

県内の原子力発電所における対象地域

原子力施設 PAZ
 （半径おおむね5㎞圏内）

UPZ
（半径おおむね5 ～ 30㎞圏内）

丹生・竹波・菅浜

丹生・竹波

―

―

3地区を除く町内全域

2地区を除く町内全域

町内全域

町内全域

関西電力㈱美浜発電所3号機

日本原子力研究開発機構 高速増殖原型炉もんじゅ

日本原子力発電㈱敦賀発電所2号機

関西電力㈱大飯発電所3・4号機

美浜発電所の他にも30km圏内に位置する発電所に対しては、対策を実施する必要があります。

3 4

↓訓練対象範囲 (PAZ・UPZ圏 )

PAZ…発電所から半径おおむね5㎞圏内
UPZ…発電所から半径おおむね5～30㎞圏内

令和3年度の
訓練の様子
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〒 919-1192　美浜町郷市25-25

 ☎　0770-32-1111( 代表 )

FAX　0770-32-1115( 代表 )

HP    https://www.town.fukui-

      mihama.lg.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

Mihama　Information

お
知
ら
せ

農
用
地
利
用
計
画
の
変
更

(

農
振
除
外)

申
請
の
受
付
に
つ
い
て

｢

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン｣

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

　
　

福
井
県
地
方
法
務
局･

　
　
　
　

福
井
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

☎
０
７
７
６
‐
22
‐
４
２
１
０

問
11
月
18
日
か
ら
全
国
一
斉｢

女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン｣

強
化
週
間
と
し
て
、

電
話
相
談
の
開
設
時
間
を
拡
大
し
ま
す
。

　

職
場
で
の
い
じ
め
や
ス
ト
ー
カ
ー
、セ
ク

シ
ュ
ア
ル･

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
つ
い
て
、一

人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
18
日(

金)

〜
24
日(

木)

●

期
間

●

受
付
時
間

(

平
日)

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

(

土
日
祝)

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

●

相
談
窓
口

　

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

11月は児童虐待防止推進月間です！

児童虐待はどの家庭でも起こる可能性があります。
虐待かもしれないと思ったら、ためらわずにご連絡ください。
連絡した人の秘密は守られます。

▼町子ども ･子育てサポートセンター
☎32‐0192

▼福井県児童相談24時間ダイヤル
　　  ☎ 0776‐24‐3654

～ ｢もしかして？｣ためらわないで！189(いちはやく) ～

▼児童相談所全国共通ダイヤル☎189

子ども虐待防止
オレンジリボン

※お問い合わせ先
町エネルギー政策課 防災･原子力対策室

(担当・三田) ☎32‐6716

防災情報伝達システムを用いた全国一斉の

※ 当日は、美浜町以外の地域でも、全国一斉に伝達試験が
　実施されます。

緊急情報の伝達試験を
実施します

テ
ー
マ
は｢

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向

か
っ
て｣

で
す
。
税
の
仕
組
み
や
役
割
、

使
い
道
等
を
考
え
、
税
に
対
す
る
理
解
を

一
層
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
やY

o
u
 

T
u
b
e

の
国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

は
、
次
の
も
の
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●

ド
ラ
マ
仕
立
て
の
動
画
や
最
新
の
デ
ー

タ
等
を
基
に
、国
税
庁
の
仕
事
や
取
り
組

み
、税
の
役
割
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

11
月
11
日
〜
17
日
は

｢

税
を
考
え
る
週
間｣

で
す

　
　

敦
賀
税
務
署
総
務
課
☎
22
‐
９
２
６
５

問 ●  

国
税
庁
レ
ポ
ー
ト
等
、
国
税
庁
の
1
年

間
の
活
動
や
そ
の
年
の
話
題
に
つ
い

て
、
統
計
資
料
等
を
交
え
な
が
ら
説
明

し
て
い
ま
す
。

例
年｢

年
末
調
整
の
し
か
た｣

等
の
年
末

調
整
関
係
書
類
を
発
送
し
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
4
年
以
降
は
、
こ
れ
ら
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
代
え
、
改
正
事
項
や
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
案
内
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
送
付
し
ま
す
。
年
末
調
整
に
関
す
る

情
報
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の｢

年

末
調
整
が
よ
く
わ
か
る
ペ
ー
ジ｣

を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

年
末
調
整
に
係
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

送
付
に
つ
い
て

　
　

敦
賀
税
務
署　

法
人
課
税
部
門

☎
22
‐
９
２
６
８

問

10
月
2
日
よ
り
、
福
井
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
内
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

改
正
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

福
井
県
最
低
賃
金
額
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

●

改
正
前

時
間
額
８
５
８
円

●

改
正
後

時
間
額
８
８
８
円

※
令
和
4
年
10
月
2
日
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
通
勤
手
当
や
家
族
手
当
、精
皆
勤
手
当
、時
間
外
手
当

等
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
　

福
井
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
７
７
６
‐
22
‐
２
６
９
１

問

■実施日時
●11月 2日 ( 水 )
　 午前 10時頃
●11月16日 (水 )
　 午前 11時頃

■情報伝達手段
屋外スピーカー

放
送
内
容

2日

(水)

16日

(水)

< チャイム >こちらは防災美浜町です。
ただ今から訓練放送を行います。
<緊急地震速報チャイム音>
｢ 緊急地震速報。大地震です。大地震
です。これは訓練放送です。｣(3 回 )
こちらは防災美浜町です。これで訓練
放送を終わります。<チャイム>

<チャイム>｢これは、Jアラートのテ
ストです。｣(3回 )こちらは、防災美
浜町です。

｢

ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
デ
ー｣

に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　

人
権
教
育
研
究
会(

美
浜
東
小
学
校)

(

担
当･

小
島)

☎
38
‐
１
３
０
２

問 ｢

ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
デ
ー｣

と
は
、
テ
レ

ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
等
、
メ

デ
ィ
ア
の
情
報
を
一
時
的
に
切
り
離
す
日

を
設
け
る
こ
と
で
、
常
に
刺
激
を
受
け
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
心
を
穏
や
か
な
心
に

リ
セ
ッ
ト
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　

町
で
は
、
人
権
教
育
研
究
会
生
活
指
導

部
会
が
主
体
と
な
っ
て
、
町
内
の
小･

中

学
校
や
保
育
園
が
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

左
記
の
日
は
、
ご
家
族
皆
さ
ん
で
ノ
ー

メ
デ
ィ
ア
デ
ー
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

11
月
22
日(

火)

●

実
施
日

子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
助
成
に
つ
い
て

美
浜
町
教
育
委
員
会
委
員
が

再
任
さ
れ
ま
し
た

敦
賀
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
混
雑
状
況

を
ラ
イ
ブ
配
信
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
子
育
て
支
援
事
業｢

す
く
す

く
美
浜
っ
子
サ
ポ
ー
ト
事
業｣

の
一
環
と

し
て
、
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

●

対
象
者

　

平
成
16
年
4
月
1
日
〜
令
和
4
年
6
月

30
日
生
ま
れ
で
、
接
種
日
に
満
6
カ
月
以

上
の
子
ど
も(

※)

●

助
成
内
容

　

助
成
券
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
1
人
1

回
の
接
種
に
つ
き
１
，
０
０
０
円
を
助
成

●

助
成
回
数

・
満
6
カ
月
か
ら
13
歳
未
満
▼
2
回

・
13
歳
以
上
▼
1
回(

※)

※
医
師
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
は
除
く

●

助
成
実
施
期
間

10
月
17
日(

月)

〜

　

令
和
5
年
1
月
31
日(

火)

●

助
成
券
が
使
用
で
き
る
医
療
機
関

・
浅
妻
内
科

・
さ
わ
い
皮
ふ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
田
辺
整
形
外
科
医
院

・
東
部
診
療
所

・
丹
生
診
療
所

・
レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院

●

そ
の
他
の
医
療
機
関
で
の
接
種

　

そ
の
他
の
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受

け
る
場
合
も
、
別
途
申
請
・
請
求
す
る
こ

と
で
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
申
請
様
式
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
接
種
可
能
な
年
齢
や
接
種
日
が

違
う
た
め
、
事
前
に
電
話
で
ご
確
認
の
上
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

町
子
ど
も
・
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当･
武
田)

☎
32
‐
０
１
９
２

問
任
期
満
了
に
伴
い
、
髙
木
和
彦
氏
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

・
髙
木
和
彦
氏(

委
員･

菅
浜)

(

任
期
：
令
和
4
年
10
月
1
日
〜
令
和
8
年
9
月
30
日)

　
　

町
教
育
委
員
会
事
務
局(

担
当･

西
村)

☎
32
‐
６
７
０
８

問

　

敦
賀
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
施
設
入
口

で
の
ご
み
受
付
待
ち
の
状
況
を
お
知
ら
せ
す

る
た
め
、
ラ
イ
ブ
映
像
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
持
ち
込
む
際
は
、
ご
覧
い
た
だ

き
、
混
雑
状
況
の
確
認
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●

視
聴
方
法

Y
o
u
 T
u
b
e

で｢

敦
賀
市
清
掃
セ
ン

タ
ー｣

と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し

く
は
、
次
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
こ
と
で
視
聴
で
き
ま
す
。

　
　

敦
賀
市
清
掃
セ
ン
タ
ー☎

21
‐
１
１
５
３

問 ●

配
信
時
間

平　

日
▼
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

土
日
祝
▼
午
前
8
時
30
分
〜
正
午

※
ご
み
受
入
時
間
外
や
休
業
日(

第
3
日
曜
日
、
5
月

3
日
〜
5
日
、
12
月
31
日
〜
翌
年
1
月
3
日)

は
、

配
信
を
原
則
休
止
し
ま
す
。

↑  You Tube
　チャンネル
　はこちら

※
配
信
時
間
内
で
も
、
設

備
の
維
持
管
理
の
都
合
に

よ
り
、
配
信
を
一
時
休
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
す

11
月
は
、
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

月
間
で
す
。
あ
な
た
の
周
り
で
、
働
き
過

ぎ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
過
重
労
働
解

消
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福
井
労
働
局
監
督
課

☎
０
７
７
６
‐
22
‐
２
６
５
２

問 ●

相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
‐
７
９
４
‐
７
１
３

← アップデート
後の画面。
　防災マップ等
　の確認が可能
　になります。

※
対
象
者
に
は
、個
別
に
助
成
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

美浜町防災アプリの
アップデートを行います

　町では、防災情

報やおくやみ情報を

発信している ｢ 美

浜町防災アプリ｣

の利便性向上と発

信力強化を目的に

アプリのアップデー

トを行います。

アプリのダウン
ロードは｢美浜
町防災アプリ｣
で検索！
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Mihama　Information

募
集･

申
請
等

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金
の
お
知
ら
せ

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の
物
価

高
騰
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
4
年
度
住

民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
て
、
1
世
帯

当
た
り
5
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

●

給
付
対
象
世
帯

①
令
和
4
年
9
月
30
日
時
点
で
、
美
浜
町

に
住
民
登
録
が
あ
り
、
か
つ
世
帯
全
員

の
令
和
4
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が

非
課
税
で
あ
る
世
帯

②
世
帯
全
員
の
収
入(

令
和
4
年
1
月
〜

12
月)
が
予
期
せ
ず
減
少
し
、
住
民
税

非
課
税
水
準
に
相
当
す
る
額
以
下
と

な
っ
た
世
帯(
家
計
急
変
世
帯)

②
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
収
入
額
が
確
認
で
き
る

書
類
と
と
も
に
町
健
康
福
祉
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※  

申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

田
村)

☎
32
‐
６
７
０
４

問

●

申
請
方
法

①
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
世
帯
に
は
、

町
か
ら
確
認
書
ま
た
は
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
。
内
容
を
確
認
の
上
、
返
信
し

て
く
だ
さ
い
。

※  

確
認
書
は
、
準
備
が
で
き
次
第
、
順
次
発
送
し
ま
す
。

※
確
認
書
を
返
信
い
た
だ
い
て
か
ら
、
お
お
む
ね

3
週
間
程
度
で
指
定
口
座
に
入
金
し
ま
す
。

●

申
請
期
限

令
和
5
年
1
月
31
日(

火)
農
地
の
転
用
に
は

　
　
　
　
　

許
可
が
必
要
で
す

町
産
業
振
興
課(

担
当･

大
道)

☎
32
‐
６
７
０
６

問

イ
ベ
ン
ト･

行
事

令
和
4
年
度
み
は
ま
土
曜
歴
文
講
座

を
開
催
し
ま
す

町
歴
史
文
化
館(

担
当･

小
牧)

☎
32
‐
０
０
２
７

問

○
第
3
回　

座
学

11
月
19
日(

土)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

●

日　

時

な
る
ほ
ど
民
俗
学　

冬
の
行
事
編

●

演　

題

橋
本
裕
之
氏

(

大
阪
公
立
大
学
都
市
科
学
・

　
　

  

防
災
セ
ン
タ
ー
特
別
研
究
員)

●

講　

師

○
若
狭
國
早
瀬
印
の
千
歯
扱
き

〜
造
る
・
売
る
〜

10
月
18
日(

火)

〜

令
和
5
年
2
月
19
日(

日)

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●

期　

間

無
料

(

常
設
展
示
室
へ
の
入
場
料
は
必
要)

●

観
覧
料

　

冬
の
民
俗
行
事
に
関
す
る
講
演
を
通
じ

て
、
み
は
ま
の
冬
を
学
び
ま
す
。

●

内　

容

　

千
歯
扱
き
は
17
世
紀
後
半
に
発
明
さ

れ
た
穀
物
の
脱
穀
等
に
用
い
ら
れ
た
農

具
で
あ
り
、
近
代
に
か
け
て
日
本
全
国

に
普
及
し
ま
し
た
。

　

千
歯
扱
き
に
は
、
鳥
取
県
倉
吉
を
は

じ
め
、
新
潟
県
佐
渡
等
の
代
表
的
な
製

造
地
が
あ
り
、
本
町
の
早
瀬
も
そ
の
一

つ
と
し
て
名
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

本
企
画
展
で
は
早
瀬
に
お
け
る
千
歯

扱
き
産
業
の
歴
史
と
携
わ
っ
た
人
々
の

足
跡
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●

内　

容

税
に
関
す
る
作
品
展
が開

催
さ
れ
ま
す

11
月
11
日(

金)

〜
17
日(

木)

●

期　

間

●

会　

場

　

敦
賀
駅
交
流
施
設
オ
ル
パ
ー
ク
2
階

(

敦
賀
市
鉄
輪
町
1
‐
1
‐
19)

●

内　

容

　

小
学
生
や
中
学
生
、
高
校
生
の
税
に
関

す
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
　

敦
賀
税
務
署　

総
務
課☎

22
‐
９
２
６
５

問

町
歴
史
文
化
館(

担
当･

八
木)

☎
32
‐
０
０
２
７

問

第
14
回
企
画
展
を
開
催
し
ま
す

●

農
地
転
用
と
は

　

農
地
を
住
宅
用
地
や
資
材
置
き
場
、
駐

車
場
等
、
農
地
以
外
の
用
途
に
転
用
す
る

こ
と
で
す
。
自
分
の
農
地
で
あ
っ
て
も
、
農

地
法
の
許
可
が
必
要(
※)

と
な
り
ま
す
。

※  

農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域
内
の
農
地
は
原
則
不

許
可
と
な
り
ま
す
。

●

許
可
を
受
け
ず
に
転
用
す
る
と

　

農
地
を
許
可
な
く
転
用
し
た
場
合
や
、

転
用
許
可
に
係
る
事
業
計
画
通
り
に
転

用
し
て
い
な
い
場
合
等
は
、
農
地
法
に
違

反
す
る
こ
と
と
な
り
、
工
事
の
中
止
や
原

状
回
復
等
の
命
令
が
な
さ
れ
る
ほ
か
、
場

合
に
よ
っ
て
は
3
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金(

法
人
の
場
合
は

1
億
円
以
下
の
罰
金)

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

●

農
地
を
転
用
し
た
い
と
き
は

　

農
地
転
用
の
許
可
申
請
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
転
用
に

つ
い
て
の
手
続
き
や
疑
問
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ま
ず
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

教
室･

講
座･

説
明
会
等

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

11
月
22
日(

火)

午
後
7
時
〜
8
時

●

日　

時

●

会　

場

な
び
あ
す

●

対　

象

　

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

●

定　

員

2
名(

要
事
前
申
し
込
み)

●

費　

用

無
料

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

古
市)

☎
32
‐
６
７
０
４

問 ●

申　

込

11
月
15
日(

火)

ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

子
ど
も

◆｢

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘｣

　
　
　
　
　
　
　

秋
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２

11
月
6
日(

日)

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●

日　

時

　

ト
マ
ト
や
秋
野
菜
の
収
穫
体
験
の
ほ
か
、

花
の
寄
せ
植
え
、
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ー
ル
づ
く

り
、
ク
ッ
キ
ー
作
り
、
コ
ス
モ
ス
摘
み
取
り

等
、
秋
を
感
じ
る
体
験
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。
花
苗
が
も
ら
え
る
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
に
も
挑
戦
し
よ
う
！

問
　
　

福
井
県
園
芸
体
験
施
設

　
　
　
　
　
　
　

(

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘)

☎
47
‐
６
１
６
２

11
月
は
、
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
コ
キ
ア
を
使
っ
て
ミ
ニ
ほ
う
き
づ
く
り

▼
11
月
12
日(

土)

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
11
月
20
日(

日)

　
午
後
1
時
〜
2
時
30
分

●

日　

時

●

費　

用

３
０
０
円

●

申　

込

要
予
約

　

カ
ラ
フ
ル
な
麻
糸
を
使
っ
て
、
お
し
ゃ

れ
に
仕
上
げ
ま
す
。
使
っ
て
、
飾
っ
て
、

楽
し
さ
Ｕ
Ｐ
！

●

定　

員

各
日
8
名

美
浜
町
健
康
楽
膳
拠
点
施
設

　
　
　

こ
る
ぱ
の
催
し
を

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

町
健
康
楽
膳
拠
点
施
設
こ
る
ぱ

☎
32
‐
２
１
５
５

問

◆
リ
バ
ウ
ン
ド
し
に
く
い
ダ
イ
エ
ッ
ト

11
月
29
日(

火)

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

●

日　

時

●

会　

場

こ
る
ぱ

●

定　

員

15
名

●

費　

用

７
０
０
円

(

ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
付
き)

●

申　

込

要
予
約

○
育
児
講
座

◆
パ
パ
と
遊
ぼ
う

11
月
13
日(

日)

午
前
10
時
〜
11
時

●

日　

時

●

対　

象

町
内
在
住
の
親
子

●

会　

場

は
あ
と
ぴ
あ

●

内　

容

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ふ
れ
あ

い
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。
マ

マ
と
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

●

定　

員

15
組

●

申　

込

10
月
25
日(

火)

〜

11
月
8
日(

火)

●

講　

師

岡
田
健
治
氏

(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
パ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ)

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当･

加
藤)

☎
32
‐
０
１
９
２

問

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

敦
賀
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
22
‐
９
２
６
８

問
　

税
務
署
で
は
、
令
和
5
年
10
月
1
日
か

ら
実
施
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
事
前
予
約

制
で
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
係
る
登
録

申
請
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
す
る
登

録
申
請
相
談
会
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

11
月
30
日(

水)

・
12
月
21
日(

水)

　

両
日
と
も
に

　
①
午
前
9
時
30
分
〜
正
午(

※)

　

②
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

●

日　

時

※
主
に
免
税
事
業
者
向
け
に
開
催
し
ま
す
。

◆
巨
木
ト
マ
ト
の
解
体
・
撤
去

　
　
　
　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

11
月
27
日(

日)

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●

日　

時

●

費　

用

無
料

●

申　

込

要
予
約

　

ト
マ
ト
の
実
や
枝
を
頭
上
の
ネ
ッ
ト
か

ら
外
す
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●

定　

員

10
名

※
作
業
の
で
き
る
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参
加
さ

れ
た
方
に
は
、
解
体
時
に
残
っ
て
い
る
ト
マ
ト
を
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

11
月
23
日(

水
・
祝)

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

●

日　

時

●

会　

場

こ
る
ぱ

●

講　

師

小
畑
早
綾
香
氏(

マ
カ
ヒ
キ)

●

費　

用

８
０
０
円

●

定　

員

15
名

●

申　

込

要
予
約

※
ク
ッ
キ
ー
の
追
加
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●

講　

師

山
中
雄
大
氏

(

養
生
デ
ザ
イ
ン)

※
材
料
費
込
み
、
ク
ッ
キ
ー
・
ド
リ
ン
ク
付
き
。
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大人も子どももごちゃまぜ学校祭
遊 viva 美浜 2022

10 月 2日に、大人も子どももごちゃまぜ学校祭が北西
郷公民館で開催されました。
　同イベントは、働く女性や子どもが活躍する場の創出を
目的に遊

あ そ び ば

Viva 美浜実行委員会が開催したもので、当日は
多くの家族連れ等で賑わいました。
　来場者は、飲食コーナーや占い、キッチンカー、子ども
屋台、乗馬体験等、さまざまなブースを楽しんでいました。

↓乗馬体験をする参加者

↑子ども屋台 (スーパーボールすくい )を楽しむ参加者

↓戸嶋町長から米寿の記念品を受け取る伊達清志さん (郷市 )

　9月28日と29日に、戸嶋町長が町内の88歳(米寿)
と99歳 (白寿 )以上の方を対象に訪問しました。
　今年、町内で米寿を迎えられる方は71人で、白寿以
上の方は10人となっています。
　米寿を迎えられた伊達清志さん宅を訪問した戸嶋町長
は ｢これからもお元気で｣と言葉をかけ、長寿を祝うと
ともに、記念品を贈呈しました。

これからもお元気で！

すこやか長寿者訪問すこやか長寿者訪問

↓久々子湖沿いのごみを拾う参加者たち

　9月 25日に、三方五湖一斉清掃が行われました。
　この活動は、三方五湖の環境と景観の保全を目的に、
三方五湖保全対策協議会が主催したもので、町内外の団
体や企業等10団体、約100人が参加しました。
　参加者は、久々子湖等の周辺道路や側溝に落ちている
ごみを拾い集め、可燃ごみや不燃ごみのほかに、冷蔵庫
等の大型ごみも収集していました。

三方五湖一斉清掃三方五湖一斉清掃
湖をいつまでも美しく

↓インモーション体験をする参加者

　10月 1日と2日に、秋のきいぱすフェスタとみはま
わくわくフェスタinきいぱすが同施設で開催されました。
　会場では、バッテリーカーやＶＲ、ソーラークッキン
グ、電動キックボード、インモーション、キャラクター
との撮影会、アウトドア体験等が催され、訪れた親子ら
は思い思いに体験等に参加し｢遊び ｣と ｢ 学び ｣ を体
験していました。

楽しみながら学ぶ
秋のきいぱすフェスタ秋のきいぱすフェスタ
みはまわくわくフェスタinきいぱすみはまわくわくフェスタinきいぱす

↓ステージでオカリナを演奏する風音の皆さん

　10月10日に、秋の国吉城まつりが若狭国吉城歴史
資料館と徳賞寺で行われました。
　この催しは、国吉城の歴史を感じてもらおうと(一社 )
佐柿国吉100年プラン推進委員会等が開催したものです。
　当日は、ステージでの音楽演奏や弾き語り、飲食ブー
スの出店、徳賞寺精進料理の体験等が行われ、来場者は
歴史のロマンを感じていました。(関連第23頁 )

秋の国吉城まつり秋の国吉城まつり
歴史を満喫

↓和太鼓の演奏で乗客を出迎える美浜和太鼓衆｢俠｣

　10月 1日と2日、8日、9日に、京都丹後鉄道の
観光列車｢丹後くろまつ号｣がJR小浜線を運行しました。
　1日には、JR 美浜駅に停車したくろまつ号を美浜和
太鼓衆 ｢俠

きょう

｣ が和太鼓の演奏で出迎えました。
美浜駅に降りた乗客らは、町のお土産である ｢難攻不
落味噌まんじゅう ｣や和太鼓の演奏によるおもてなしを
喜んでいました。

丹後くろまつ号がJR小浜線に丹後くろまつ号がJR小浜線に
京都丹後鉄道観光列車

↓100mを走る児童たち

10月 6日に、美浜町小学校陸上運動発表会が美浜
中央小学校で開催されました。
　発表会では、町内 3つの小学校の児童が 100m走
や走り幅跳び、走り高跳び、ボール投げ、長距離走、
リレーの種目に出場しました。
　児童たちは、自己ベストの更新を目指し、練習の成
果を存分に発揮していました。

美浜町小学校陸上運動発表会美浜町小学校陸上運動発表会
練習の成果を発揮
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ペアレントプログラムに参加してみませんか？
楽しい子育てをするために

※ お問い合わせ先
　町子ども･子育てサポートセンター
　(担当･加藤)　☎32‐0192

　ペアレントプログラムは、子どもとのより良い関わり方を学びながら、日常の子育てに関する

困りごとを解消し、楽しく子育てができるよう支援する保護者向けのプログラムです。

　子育てをしていて｢毎日怒ってばかりだなぁ｣｢うまくいかないなぁ｣と感じることはありません

か。より良い親子関係を作り、子育てを楽しみたい方は、ぜひご参加ください。一緒に子育ての

ヒントを見つけていきましょう。

■日程 全6回の講座です。

放 送 局

こやす か

健康 ･福祉 ･子育てに関する健康 ･福祉 ･子育てに関する
情報をお知らせします。情報をお知らせします。

地域あいあいポイントの
　　　交換(前期)はお済みですか？

※お問い合わせ先　町健康福祉課　地域包括支援センター(担当･植中)　☎32-6704

　美浜町地域あいあいポイント事業は、事前に登録した団体やグループが地域

貢献活動や健康づくり活動に取り組んだ場合に、その実績に応じて活動奨励品

と交換ができるポイントがもらえる事業です。

　10月1日からの1ヶ月間が前期のポイント交換期間となっていますので、交

換をお考えの方は手続きをお願いします。なお、今回ポイントの交換をされな

い方は、令和5年4月1日からの1ヶ月間でポイント交換を行ってください。

開催日 内　容

1  11 月   8 日 ( 火 ) 現状把握表を書く

2  11 月 22日 ( 火 ) 行動で書く

3  12 月   6 日 ( 火 ) カテゴリーに分ける

4  12 月 20日 ( 火 ) ギリギリセーフを見つける

5    1 月 11日 ( 水 ) ギリギリセーフを極める

6    1 月 25日 ( 水 ) ペアプロで見つけたことを確認する

■対象
3～6歳のお子さんを持つ保護者

(町内在住)

■定員
6名(先着順)

■申込期間
10月17日(月)～

　　　　　　11月4日(金)

※開催時間は、いずれも午後2時～3時30分です。

※ 基本、6回すべての参加となりますが、都合が悪い場合は
お知らせください。

詳細や申し込みは下記まで

お問い合わせください。

ペアレントプログラムに参加してみませんか？
楽しい子育てをするために 高齢者のインフルエンザ予防接種

に係る費用の一部を助成します！
　インフルエンザは、気温が下がり、空気が乾燥し始める

時期から流行します。

　予防接種の効果は、接種を受けてから抵抗力がつくまで

に約２週間かかり、その後５カ月間効果が持続するといわ

れています。インフルエンザが流行する前に、なるべく早

く予防接種を受けましょう。

助成実施期間

令和4年10月1日 (土 )～令和5年1月31日 (火 )

この期間以外に接種した方については、助成の
対象となりませんのでご注意ください。

町内在住で、昭和 32 年 12 月 31 日までに生まれ、
接種日に満 65歳以上となる方

対象者

誕生日が昭和 32 年 10 月 1 日以降の方は、
満 65歳を迎えてから通知いたします。

下記の医療機関で予防接種が受けられます

▶浅妻内科 ( ※ 1)
▶田辺整形外科医院 ( ※ 2)
▶さわい皮ふ科クリニック(※2)

● 医療機関によって接種可能な曜日や時間が異なるため、

事前にご確認ください。

● 敦賀市や若狭町の指定医療機関でも接種が受けられま

す。それ以外の医療機関での接種をご希望の場合は、下

記までお問い合わせください。

美浜町コミュニティバスの
無料券を発行します！

予防接種の際に、美浜町コミュニティバス

を利用される方には、無料券を発行します

ので、事前にお問い合

わせください。

▶関根クリニック
▶東部診療所
▶丹生診療所

※1問い合わせが必要です。

1,800 円 (1 人 1回 )

自己負担額

生活保護世帯の方は、自己負担額が免除され
ます。

※お問い合わせ先　　町健康福祉課 (担当･津原)　　☎32‐6704

予防接種時に持参するもの

①インフルエンザ予防接種券 (オレンジ色の用紙 )
※忘れると接種を受けられません。

②予防接種予診票 ( 水色の用紙 )　
※予診票は必ず事前に記入してください。

③自己負担金 (1,800 円 )
④保険証または接種を受ける病院の診察券

▲接種券 ▲予診票▲予診票▲予診票

無料

インフルエンザ予防接種

※ 2事前予約が必要です。

※ 美浜町あいあいポイントアプリでポイント管理を

　している方は、店舗で直接交換手続きができます。

■ポイントの交換方法
① 交換申請書を町健康福祉課もしくは

町ホームページで取得

②交換申請書に必要事項を記入

③ 交換申請書とポイント手帳を町健康福祉課

に提出

■ポイント交換申請期限(前期)
▶10月31日(月)まで

※次回の交換時期は、令和5年4月を予定しています。

←地域あいあい
　ポイント手帳
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若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
で
は
、
令
和

5
年
1
月
9
日
ま
で
秋
季
企
画
展｢

若
越

城
の
会
30
年
の
歩
み
③
〜
終
幕
〜｣

を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

同
会
は
、
県
内
の
城
の
専
門
家
や
愛
好

家
等
に
よ
っ
て
発
足
し
た
同
好
会
で
、
昭

和
63
年
か
ら
令
和
元
年
ま
で
活
動
し
て
い

ま
し
た
。
県
内
を
中
心
に
、
国
内
、
さ
ら

に
は
海
外
の
城(

跡)

も
訪
れ
る
等
、
30
年

間
で
訪
れ
た
城
の
数
は
２
０
０
カ
所
を
超

え
ま
す
。
同
会
と
町
の
関
わ
り
も
深
く
、

同
会
の
見
学
会
と
町
の
国
吉
城
歴
史
講
座

を
合
同
で
開
催
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

同
会
が
遺
し
た
豊
富
な
資
料
か
ら
は
県
内

の
城
の
基
本
情
報
や
城(

跡)

の
保
存
・
整

備
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら

は
現
在
当
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
企
画
展
示
で
は
、
同
会

の
30
年
に
渡
る
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

本
誌
で
は
こ
れ
ま
で
7
・
9
月
号
の
2
回

に
渡
り
、
同
会
の
歴
史
を
そ
れ
ぞ
れ
10
年

ず
つ
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
月
号
で
は

平
成
20
年
代
か
ら
閉
会
ま
で
の
活
動
に
つ

い
て
、
そ
の
一
部
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

同
会
は
、
平
成
20
年
4
月
に
設
立
20
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
頃
か

ら
会
員
数
は
50
人
を
下
回
り
、
徐
々
に
減

少
し
て
い
き
ま
す
。
背
景
に
は
、
会
員
の

高
齢
化
や
若
手
の
入
会
が
な
か
っ
た
こ
と

等
の
要
因
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
同

会
は
設
立
30
周
年
を
前
に
一
大
企
画
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
福
井
新
聞
で

平
成
30
年
4
月
か
ら
翌
年
7
月
ま
で
毎
週

1
回
、
全
66
回
に
渡
り
連
載
さ
れ
た｢

ふ

く
い
の
山
城
へ
い
ざ
！｣
で
す
。

　

こ
の
連
載
で
は
、
同
会
会
員
が
実
際
に

見
学
し
た
県
内
の
山
城
の
う
ち
、
特
に
見

ど
こ
ろ
が
あ
る
山
城
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
元
会
員
の
方
は｢

城
の
歴
史
を

ひ
も
と
く
と
、
地
域
の
歴
史
、
さ
ら
に
は

私
た
ち
の
先
祖
の
ル
ー
ツ
を
知
る
こ
と
が

で
き
る｣

と
述
べ
て
い
ま
す
。
当
館
館
長

も
国
吉
城
址
や
戦
国
時
代
の
国
吉
籠
城
戦

で
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
朝
倉
勢
の

付
城
跡
等
、
美
浜
町
や
若
狭
町
の
城
跡
に

つ
い
て
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
に
は
開
館
し
て
間
も

な
い
当
館
で
総
会
を
開
催
し
て
お
り
、
平

成
23
年
に
は
前
年
ま
で
に
国
吉
城
址
本
丸

跡
北
西
の
堀
切
跡
か
ら
出
土
し
た
石
垣
を

見
学
す
る
等
、
同
会
と
当
館
は
良
好
な
関

係
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
も
若
手
の
入
会
が
な

く
、
活
動
を
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
判
断
し
た
同
会
は
、
つ
い
に
令
和
元
年

7
月
、
敦
賀
市
で
閉
会
式
を
挙
げ
、
そ
の

活
動
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

果
た
し
て
、
30
年
の
歴
史
の
中
で
、
同

会
は
福
井
の
城
の
未
来
に
向
け
て
何
を
遺

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
続
き
は
、
ぜ

ひ
展
示
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館)

↑ 国吉城址で出土した石垣を熱心に観察する会員たち
(平成 23年 個人蔵 )

9/1～9/30受付分
(敬称略)慶弔慶弔

パズル面にある漢字群を７つの四字熟語
に分割してください。うまく分割できる
と２つの漢字があまります。それを並び
替え、美浜町の地区・場所・行事の名称
をつくってください。

四文字熟語ブロック分割

大 器

晩 成和

洋 折 衷

言不

実

行

大 器

晩 成和

洋 折 衷

言不

実

行

例

花

●応募方法
　はがきに、答えと住所、氏名(感想も大
歓迎！)を書いて、｢広報みはまハートフル
クイズ」係（〒919-1192美浜町郷市
25‐25）まで送ってください。

　締め切りは、11月10日(木)(消印有効)で
す。正解者の中から抽選で5人の方に記念品
をお送りします。
　メールで応募される方は、次のアドレスに
送信してください。

【メールアドレス】
kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp

【QRコード】

●10月号の答え　久々子
●応募者総数は24人で全員正解でした。当選
の発表は、記念品の発送をもってかえさせてい
ただきます。

協

桜

漫

落

爛

外 蒼

野

柏

風

同

一雪

松 流 佐

金和

中花

雲

天 明

光

媚

衷

水

千

笑

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

掲載しております。

まちびと まちびと 

氏　名 住 所 年齢 届出人

藤　井　忠　治 菅 浜 85 藤 井 隆 惠

山 下 　 正 佐 柿 93 山 下 久 子

松 本 義 直 菅 浜 74 松　本　由起子

三　谷　ミサ子 坂 尻 91 三 谷 博 一

古 賀 春 彦 菅 浜 70 古 賀 悦 子

國 立 鈴 子 久 保 76 國 立 政 宣

菅 野 廣 志 新 庄 66 菅 野 裕 晃

井 村 　 強 郷 市 87 井 村 寿 彦

◎おくやみ

◎ご誕生
氏　名 性別 父・母 住　所

山 本 尚
な お や

矢 男 治樹・静加 佐 田

友 岡 杏
こ と

音 女 拓也・茜　 河原市

氏　名 住　所

櫻　井　征太郎　＆　(熊　谷) 美　穂 佐　田

清　水　久　永　＆　(山　根) 圭　美 佐　田

山　本　茂　樹　＆　(山　口) 育　子 坂　尻

◎ご結婚

川
﨑
　
和
美
（
久
々
子
）

岸
本
　
和
子
（
松
　
原
）

高
木
　
勝
美
（
新
　
庄
）

田
波
　
耕
　
（
竹
　
波
）

成
田
　
和
夫
（
中
　
寺
）

松
下
　
幸
子
（
久
々
子
）

三
宅
　
宏
　
（
大
　
藪
）

山
本
　
善
昭
（
竹
　
波
）

短
　
歌

か
を
り
歌
会
美
浜
支
部

病
院
の
予
約
日
控
え
台
風
の

　
　
　
　
進
路
気
に
な
り
テ
レ
ビ
に
見
入
る

幼
苗
を
植
ゑ
て
百
日
黄
金
な
す

　
　
　
　
稲
穂
刈
り
ゆ
く
コ
ン
バ
イ
ン
見
ゆ

世
話
を
し
て
蒔
く
種
よ
り
も
夏
草
は

　
　
　
　
日
照
り
続
く
も
草
丈
伸
ば
す

わ
が
母
の
一
つ
上
な
る
九
十
七

　
　
　
　
隣
家
婆
様
の
ご
詠
歌
の
声

こ
の
秋
は
台
風
被
害
も
少
な
く
て

　
　
　
　
稲
刈
り
仕
事
早
々
と
終
え

裏
庭
の
法
師
蝉
の
鳴
く
声
に

　
　
　
　
猛
暑
の
夏
も
秋
へ
と
変
わ
る

黒
雲
は
北
へ
向
か
ひ
て
千
切
れ
飛
び

　
　
　
　
野
分
去
り
し
と
畑
に
向
か
ふ

寝
る
前
に
歯
ブ
ラ
シ
く
わ
え
思
案
す
る

　
　
　
　
今
日
を
反
省
明
日
の
安
寧

　（ 1歳2ヶ月 )ちゃん

　音楽に合わせて踊るのが好きだよ。

にぃにの真似も上手にできるんだ。

　外で遊ぶのも大好き！たくさん歩け

るようになって、お散歩にもよく行く

よ。気になるものがたくさんあって楽

しいな。これからもいろんな所にお散

歩に行きたいな♪

千
ち な つ

夏

和多田 誠さん ･ 恵美さん(和田)
の長女

若越城の会
30年の歩み③

(一社)佐柿国吉100年
プラン推進委員会の
代表理事を務める

＊(一社)佐柿国吉100年プラン推進委員会はどのような団体ですか。
　｢100年先まで持続可能な集落づくり｣を目指し、活動している団
体です。これまで佐柿区には、青年会や中年会等のさまざまな組織
がありましたが、人口が減り、それぞれの組織を維持することが難
しくなりました。そこで、すべての団体を1つにまとめた団体を作
り、集落づくりを行っていこうと設立しました。

＊今後の目標を教えてください。
　佐柿区や若狭国吉城歴史資料館、徳賞寺等と連携を図り、北陸新幹
線敦賀開業に向けて｢城下町佐柿｣を発信していきたいと思います。

小畑 陽一　さん (佐柿)
(関連第19頁)

今月号の記念品は
小浜線全線開通100周年

記念タオル！
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■くらしのカレンダー■

●イベント ●健康診査・検診 ●子ども行事
●行事の予定は、10月 14日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●ごみの休日受入は、第3日曜日以外の土日祝日(5月3日～5日、12月31日～1月3日を除く)の午前8時30分～正午です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

11 月の納税 [納期限 11/30（水）]※納付は口座振替が便利です。

国民健康保険税 (5期 )(東地区)古紙

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

令和4年  11 月

15（火）

16（水）

14（月）
13（日）

12（土）

11（金）

10（木）

9（水）

8（火）

7（月）
6（日）
5（土）
4（金）

3（木）

1（火）

2（水）

27（日）

26（土）

25（金）

24（木）

23（水）

21（月）

22（火）

20（日）

19（土）

18（金）

17（木）

28（月)

29（火）

30（水）

　

収
穫
の
秋
。町
内
で
は
、多
く
の
米
農
家
さ

ん
が
稲
刈
り
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
時

期
は
、稲
穂
が
黄
金
に
輝
き
、風
で
絨
毯
の
よ

う
に
な
び
い
て
い
る
田
園
風
景
が
い
た
る
と

こ
ろ
で
見
ら
れ
ま
す
。毎
年
、こ
の
時
期
に
な

る
と
、思
い
出
す
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。

「
実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
る
稲
穂
か
な
」

　

意
味
は「
立
派
な
人
ほ
ど
謙
虚
な
姿
勢
で
あ

る
」で
す
。稲
が
成
長
す
る
と
実
を
付
け
、そ
の

重
み
で
実（
頭
）の
部
分
が
垂
れ
下
が
っ
て
く

る
こ
と
か
ら
、立
派
に
成
長
し
た
人
間
、つ
ま

り
人
格
者
ほ
ど
頭
の
低
い
謙
虚
な
姿
勢
で
あ

る
と
い
う
事
を
指
す
こ
と
わ
ざ
で
す
。そ
ん
な

こ
と
わ
ざ
を
今
年
も
思
い
出
し
、ふ
と
我
に
返

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。（
宥
）

▽
表
紙
の
写
真

10
月
6
日
に
、せ
せ
ら
ぎ
保
育
園
の
園
児
が

新
庄
の
大
谷
原
で
行
っ
た
、サ
ツ
マ
イ
モ
堀
り

の
様
子
で
す
。

　

園
児
た
ち
は
、春
に
自
分
た
ち
で
苗
を
植
え

た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
次
々
に
掘
り
出
し
、収
穫
の

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。　

令和4年10月1日現在 ※(　)は前月比

人口総数
    9,035人（－10）

世帯数
  　   3,662世帯 (+   2)

人口の動き

  応援人口
           221人 (±  0)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

10:00～ミニさくらんぼ(けやき台第1集会所)

  文化の日
  9:00～町政功労者表彰式(なびあす)
  9:30～新型コロナワクチン小児接種(5～12歳)
　　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)
13:30～新型コロナワクチン集団接種(18歳以上)
　　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

  8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)

  9:30～保育園開放(みずうみ保育園)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

 9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)

10:00～1歳児教室(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(あおなみ保育園)

  8:00～総合健診[生活習慣病予防健診・肺･胃･
　　　　大腸がん検診・肝炎検査](はあとぴあ)
10:00～結婚相談(はあとぴあ)
13:00～総合健診[肺･大腸･子宮･乳がん検診]
　　　　　　　　　　　　　　　 (はあとぴあ)

  8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～弁護士法律相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

  8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

  勤労感謝の日

13:00～1歳6か月児健診

　　　　　(子ども・子育てサポートセンター)

  8:00～ハートフル朝市感謝セール

　　　　　　　　　　　　(久々子水神公園広場)

  9:30～新型コロナワクチン小児接種(5～12歳)

　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

  

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

自然動態 
   出生    4人 
   死亡    9人 男 4,443人 (－  3)

女 4,592人 (－   7)

－   5

－   5社会動態 
   転入  20人 
   転出  25人 

　　　　　 マイナンバーカード
　　　　　　  交付率  45.5％


